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13･ 北岡の堵基の変法によるイエバエの大量飼育過程におし､てみられる飼育容器の口径と

旭の長さの関係につし､て 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育にかんする詔関税 欝26邦 長沢純夫･

梓野見知子 (京都大学 化学研究所 大野研究室) 34.3.31受理

実験用小型動物の固形飼料 25gとぬか25g,および水50ccからなる培基を口径 4,5,6,7,8,9

および 10cm のガラス製の容掛こいれ,産卵された日からかぞえて2日日のイェバ工の幼虫 200,

300および 400匹をこれにうつして飼育し,えられた抗の長さとその按準偏琴,おJ:び焔化串を罪

定して,口径との田係を,殺虫剤の生物試験用昆虫飼育の見地から考窮,幼虫の密度が200匹のと

きは口径 7cm あ1:りの容掛こおいてもっとも目的にかなった個体の飼育が可能であるが,幼虫符

庇が高くなるにしたがって,飼育に好適な容掛ますこしずつ口径の小さいものにうつり400匹飼育

においては口径 6cm の窄軒が好適なものであった.

さきに筆者ら℡)は, おから50g, ぬか 5g,･酵母

P.5gからなる培基を, 口径 4,5,6,7,8,9および
10cmのガラス製の容掛こいれ,これに産卵された日

からかぞえて2日日のイエバエの幼虫200匹をうつし

て飼育し,えられた蛸の長さとその班準偏差,変換さ

れた正規分布曲線の両端においてそれをはずれる個体

の混合率,および煩化率を許定して口径との関係を考

然し,垣径 7cm の容日割こおいて生物試験用昆虫とし

て,もっとも条件にかなった個体群のえられることを

たしかめた.今回,北岡1)の損益を多少変更した実験

用小動物の固形飼料25g,ぬか 25g,水 50ccから

なる培基31を,前の実験と同じ7担斑の容群にいれて,
I
幼虫の数を 200,300および400匹の3段階にかえて

野育レ,えられた蛸の長さとその班準偏差,掛 ヒ率な

どから飼育にもっとも適した口径がどのあたらにある

かを考訳した.その結果をこ●こにしろして殺虫剤の生

物試験用昆虫飼育のうえに,ひとつの知見をくわえて

おきたい.本文にはいるにさきだち,研兜上軽々の卸

使宜をあたえられた大野栓教授に深謝の志を衷する次

節である.

実験材料および方法

,この実験にもちいた イエバエ Muscadomestica

tJF'cinaMacquardtは1946年に1対の雌雄から発し

た,いわゆる高槻系である.幼虫飼育のための培基は,

オ.)エンタル帝母株式会社で製造された,実験用小動

物の田型飼料を粉状に麿砕したもの25gと,ぬか25g

とを水 50ccでねりあわせたものである.これを口径

4,5,6,7,8,9および 10cm のガラス製寄掛こいれ

て,産卵きれた日からかぞえて2日目の幼虫をうつし

て飼育した.幼虫の数は 200,300および 409匹の3

段階をえらんだ.そして実験中飼育容矧ま金網蓋をか

ぶせ,配皮約 25oC,関係温度 50% 内外の環境条件
下においた.ひとつの飼育客船について3回のくりか

えしがえられるような balancedincompleteblocks

の実験計画のもとにこれをおこない,その結果を丑理

する方法をとった.えられた蛸の長さは,双眼顕微粒

に岱明したオキユラー･マイクロメーターによって測

定した.

､実鼓結果と考察

それぞれの飼育容田からえられた蛸の測定結果を来

示すると第1衣のごとくで,ここにしめした数値の1

蝉位は 0.098mm である. なおこの表には各飼育容

掛 こ幼虫をうつした日,およびその卵がうまれた日を

しめきなかったが,200匹区は1958年9月24日から

30日まで,.300匹区は12月12日から18日まで, そ

して400匹区は11月8日から14日までの期間に,は

じめの実験計画にしたがって毎日3担税宛の容掛こつ

いて飼育をはじめた.したがって,それらの助虫はそ

れぞれ容わにうつされた日からさらに2日Tj'Jに産卵さ

れ鮮化した個陣である.第1表にしめしたと同じよう

な実験結果を整理する方法については, すでに党紀D

で詳細にしろした.その概念にしたがい呈汀1衣の測定
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Table1. Frequencydi≦t;ibutionsoHength Ofpupaeofthecommonhousefly,Musca
domesLL･cavicinaMacquardt,rearedwith theseven kindsofcontainershaving th e

diametersof4,5,6,7,8,9andlOcmunderthelarvaldensitiesof200,300and400individuals･･
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位の3乗変換をおこなってえられた正税分布曲線の中

央値を罪定して実験日別,飼育容松別にわけて表示し｢

た結果が第2表上段の左部分である..そしてその接準

偏差をしめしたのが中段左部分で,第1表各幼虫密度

の下段にしめした蛸の数からその蛸化率を罪定して表

示したのが下段の左部分である.一定の方法iFしたが

って蔚2表右部分の数値から節3虞の数位をへて,計

許された第4表の数値が,乎均した相対痢長とその捺

準偏差ならびに煩化率である.まず,口径のことなっ

た7挺類の飼育容群からえられた平均相対標準偏差,

および痢化率を最下段にしめ した justsignificant

differenceから判定すると,300匹区において口径

6cm の飼育容符からえらかた蛸の長さの捺準偏差が

他にくらべて大きく,その間の芸に有意性がみとめら

れる以外,いずれわ密度区においても相互の差に有意

性をしめす位はでていない.すなわち凹型転科とぬか

からなる北岡の培基の変法によるこのたびの飼育の結

果では;口径の相辺による有志な彫璽劉ま,蛸長の標準

偏差,および蛸化率にたいしてはでていないとかんが

えてよいであろう.それゆえこの場合は,腕の長さに

よって,いずれの容出が大出飼付には適当なものであ

ったか石かを考察するだけでことたりよう.節 4表の

蛸の長さに閃した数値の,.相互の関係をわかりやすく

するために, 琉長と口径の関係を図にしめしたのが

茄 1図である. これをみると鯛の長さは, いずれの

容掛 こおいても,幼虫密度の増大にしたがって,相対

的に小型化していることがわかる..放大仏のえられる

容群の口径は,幼虫密度が200匹の場合は 7cm,SOP

および400匹の場合は 6cm である.ところでこうし

た最大位のえられる口径をさかいにして,口径の小さ

い帆の蛸長の減少は,幼虫によって利用される培基の
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Table2. Pupallength 王ncubeofobservedvaluex1/10(lunit-0･098mm),standard
l

deviationandpercentpupationforeachseries.
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Percentpupation 300 4-_5. ･82.390.6 83.9 9 76.382.990.9 91.2 72.6 242.5254.42707-72.4-42.21120 241.6253.92694

263.5 263.1 270.0 250.1 269.0 247.1 ~246.1 1808.9

400 45̀6_ 78-910 67.583.589.3 81.380.883.5 80.892.881.0 77.889.0183.3 75.878.573.5 67.878.377.3 58.364.~363.3 226.6227.1,240.I240.4226.1225.8241.6-254.2事-壬望;…萱230.4.175.8-146.8 211.~5228.0231.0248_3239.8236.2232.9

Table3･ Ana一ysisofvariancefor.separatingvariationbetweendaysfromremainder･
SumofsquaresandmeansquareareabbreviatedtoS.SandM.5.respective一y.

Variation

dueto

Diametersof
container,
ignoring~days,
from V.

Days,exclusive
ofdiametersof
containers,
fromly一

Errorwithindays

anddiametersof

container-

Degreesof.freedom 6 6 7 19

召 .bL)GCJ 200 S.Sこh4.S. 9758.89238 一1347.26365224.54394 934.12915133.44702 12040.28518
300 S.ら. ~19000.39220:- 3397.60446 ′ 540.49681 22938.49347

'G . M.S. 566.26741 77.21383

FLl･ =Bl~ 400 S.S.M.5.. 9143.15098 1182.47370･197.07895 . 273.3360339.04800 10598.96071

LlO弱 300 S.S.M.S. 109.53871 172.1108312.01847 32.971444.71021 214.62098

∽勺 400 S.S.M.良. 46.19000 106.42689､17.73782 76.3125810.90180 228.92947.

盲.賀P盲点 200 -S.S.~M.ら. 186.64285 ..358.35714_59.72619 278.3095339.75850 823.30952

300 -S.S.M.S. 213.92285 ･225.8428637;64048 218.82381.31.26054 658.58952

400 S.S.M.S. 117.59810 1256.06190209.34365 245.2981035.04259 1618.95810

流の減少,､すなわち発育に利用された培光の星にたい

する幼虫の数がたかまった,いわゆる生想密度の上昇

による結果とかんがえてさしつかえなかろう.そして

口径の大きくなるにしたがってあらわれる筋の長さの

減少は,培基の乾燥のためにおころ結果とかんがえら

れ3:う.200匹区にくらべて300,400匹区の煩の長さ

の滅少皮が,口径の大きい川に.おいて急であることは,

幼虫雷死の増大は培基の乾燥を一段とたかめ,発育に

さらにわるい結果をもたらしているものとかんがえ李

べきであろう. justsignigicantdifferenceの数値

にもとづいて最大位のえられる口径から,有意の差の

ないものをさがすと,幼虫密度200匹区においては,

口径7cm のものにたいして6cm,300匹区において

は,口径6cmのものにたいして 5,7cm,400匹区に

おいては,口径 6cm のものにたいして 5cm だけで,

良大位のえられる口径は,'幼虫密度が200匹のときは
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table4. Relativepupall｡ngth in cube｡E.b≦e,Vedvaluex1/10(lunit-0.田8mm),
standarddeviation,andpercentpupat王on ofthecommon housefly,Musの domesEL'ca

vicinaMacqtiardt,rearedwiththeseven kindsofcontainershavingthediametersof

4,5,6,7,8,9 and lOcm underthelarvaldensitiesof200,300and400 individuals.

Significantdifferenceinn-8andP,-0.05.

可 12･41l lO･8E 1,21･4畠2･971 18･471 13･04卜 8･811Signlficant
difference

あさらかに7cm であるが,300から400匹にうつる

にしたがってそれは小さい方にうつり,400匹区では

6cm となっている. 幼虫密度がたかくなるにしたが

って乾炊庇が,次第に口径の小さい容群の万にもくわ

わってくることがかんがえられ この場合それぞれの

劫虫密度において,そうした口径をもつ容群がイエバ

エの飼育にはもっとも好適なものといえるであろう.

ところで第4表にしめした痢長は,測定他のよみの

位の小数点をひとつくりあげ,それを3乗したもので

ある.そこでこれをもとの測定値の主11位にな申.ら

o.09_8をかけて mm の単位をもってしめすと,第5

･表のような結果がえられる.

Table5. Relativepupal一engthinmm.

podP慧 oyn ト 200 I300 I400
4

5

6

7

8

9

01

490匹をこれにうつして, 温度約 2rC,関係湿艦約

50%の環境条件下で飼育した.えられT=蛸の長さを測

定,あわJ-Itてその捺準偏差と賂化率を許定した･実験

はひとちの容日割こついて3回のくりかえしをおこなう

balancedincompleteblocksの実験計画のもとにお

こなった.

2. 廟の長さの捺準偏差,および痢化率は∴300匹

をいれた口径 6cm の容掛こおいてえられた標準偏差

をのぞけば,いずれの幼虫密度区においても,飼育寄

群の口径のちがいによる有意の差はみいだされなかっ

た.＼

3. 蛸の長さの最大値のえられる容群の口径は,幼

虫密度が200匹のときは､7cm で,300から400匹に

うつろにしたがってそれは小さい方にうつり,400匹

区では 6cm となった.上記の飼育条件下においては,

5.57 . この口径をもつ容群において,も､っとも目的にかなっ

6.02 たイェバエが飼育できよう.最大値のえられる口径を

6.05 きかいにして,口径の小さい伽における煩の長さの'滅

5.90 少は,幼虫によって利用される培基の虫の減少に基因

5.87 して,口径の大きい州における琉長の減少は,培基の

5.70 乾燥がくわわることによるものと解釈きれる.
5.44

摘 要
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TCaringcontain6roHarvaetothebodylengthof

pupae,standarddev王ationandpercentpupation

h thecourseofmasscultureofthe､common

housefly,Muscadomestica vl'ct''laMacqardt,
usingthemodifiedKitaoka'sculturemedium

werediscussed in thepresentpaper.Seven

kindsofcontainershavingthediametersof4,

5,6,7,8,9andlOcmwereusedtortlleexperi-

ment.Twenty-fivegramsoEthcpowderedcom-

presseddiet(biscuitfortherearingofmouse,

rat,hamster,etc.),25gofrice･branand50cc

ofwater per container were used forthe

rearingof200,3COand400individuals-oElar-

vae.Environmentalconditionwascontrolled

atca.270C and ca.50%■relativellumidity.

Threecontainersforeachkindwereprepared

andtheexperimentwascarriedoutfo一lowing

anexperim-entaldesignofbalancedincomplete

blocks.

2. Exceptipgtheva一ueofstandarddeviation

ofbody length ofpupaeobtainedwhen300

individua一sof一arvaewererearedwi仏 thecon-

tainerhavingthediameterof6cm,tilediffer-

encesamongtlleValuesofstandarddeviation

ofbodylengthofpupaeandpercentpupation

werenots;gnificant.Therelorc,Sofaraswe

refertotheresultsofthepresentexpcrlment

itw川 もesufficientifwediscussOn一y tile

valuesofthebodylengthofpupaetodetermi.ne

the optimum diameterofconta王ncrfor the

rearingoHarvae.

3. Inthecaseoftherearingof200indivi-

dua一soHarvae,tilemaXimumvalueormebody

lengthofpupaewasobtainedinthecontainer

havingthediameterof7cm.But,inthecase

of400individualsoflarvae,themaximumvalue

was obtained in the container having the

diameterof6cm.Optimum diameterofcon-

tainershiftstothesmallersidetheincreaseof

thepopulationdensityoflarvae.Forthecon-

tainersWithlargerandsmal一erdiameters山an

7or6cm,tilebodylength･ofpupaebecame

smallervalues.Itisconsideredt】lattlledec-

reasesinthesideofthecontainerswith larger

dia血eterSWereduetothedesiccationofculture

mediaandrthedecreasesin thesideofthe

containerswithsmallerdiametersweredue to

medecreasesofculturemedia llSed by t九e

larvaefortheirgrowing.

OntheltelationbetweenthePopuhL一王oTIDenSilyofI.arvaeand llleBodyLeng一h of

PupaeintheCotlr8eOfAI朋SCultureoftheCommonIIouscfJy,MuscadomeSLEcat･J'L･J'Tm

Ahcquardt,usit)gtheAIoJifJ'edKitaoka'8C1lltllrCMedium.ProblemsontheBrecdjngof

InsectsforBiologicalAssayoflnsecticides.XXVII.SumioNAGASAlVA andMicllikoK一.1m.VO

(ohnoLaboratory,InstituteforChemiC去tResearch,Kyototjniversity,Takntsuki,Osaka).
ReceivedMar.31,1959.Bolyu-K.7gdku,24,67-72,1959(withEnglishrisumd',72).

14･ 北岡の堵基の変法によるイエバエの大量飼育過程におし､てみられる幼虫棲息密度と蛸 -

の長さの関係について 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育にかんする言即日超 第27報 長沢純夫･

相野見知子 (京都大学 化学研究所大野研究室) 34.3.31 受理

実軍用小型動物の固型飼料 25gとぬか 25g,および水 50ccからなる増益を,IB径 9cm,高さ

5cm のシャーレにいれて,イエバエの幼虫を 126,196,283,385,502,636および785匹の7段階

にわけて飼育し,えられT:蛾の長さおよび痢化率を,

能率的な飼育をおこなうためには,幼虫托息鮮度は,

皮とすべき結論をえた.

筆者ら5)は別に,実験用小型動物の田型飼料と,ぬ

かを等塁混合し,この 50gと水 50ccからなる培基

杏,口径が 4cm から噸次に 1cmごとにその大きさ

をます,都合7位斑のガラス容掛こいれて,一定数の

イエバエの幼虫を飼育し,えられた節の長さと,飼育

殺虫剤の生物試験用昆虫飼育の見地から･考察,

上記の飼育条件下においては大体300匹を限

容雛の口径とのBg係を論じた.そして蛸の長さは,あ

る口径に述するまでは飼育容群の口径によってかわる

生態密度で左右され,ある口径をすぎると培基にくわ

わる乾燥によって彫哲されることをのべた.この度の

実験は,飼育容照と培基の員を一定にして,投入個体
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